
229・1・15
　
「
ふ
せ
ぎ
」
の
力
が
１
月
５
日
、
し
っ

か
り
と
姿
を
現
し
て
く
れ
ま
し
た
。
市
内

で
の
火
災
焼
死
者
ゼ
ロ
連
続
３
０
０
０
日

（
８
年
以
上
）
達
成
で
す
。
多
摩
26
市
を

管
轄
す
る
消
防
署
で
一
番
の
実
績
で
す
。

Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
テ
レ
ビ
の
年
頭
挨
拶
で
選
ん

だ
今
年
を
象
徴
す
る
漢
字
一
文
字
、「
結ゆ

い

」

そ
の
も
の
で
す
。結
と
は
助
け
合
い
の
心
、

組
織
を
意
味
し
ま
す
。

　

実
際
、
こ
の
８
年
の
間
に
何
回
か
焼
死

者
が
出
る
可
能
性
が
あ
っ
た
火
災
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
一
番
危
な
か
っ
た
の
は
昨

年
の
２
月
で
し
ょ
う
。
あ
る
高
齢
女
性
が

２
階
の
部
屋
に
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
部
屋

か
ら
出
火
し
ま
し
た
。
当
然
と
ん
で
も
な

く
驚
い
て
、
お
そ
ら
く
腰
を
抜
か
し
て
し

ま
っ
た
か
、
自
力
で
は
避
難
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
に
、
た
ま
た
ま
火
災
を
発

見
し
た
ご
近
所
の
人
が
２
階
の
そ
の
女
性

を
部
屋
か
ら
助
け
出
し
ま
し
た
。
下
宿
の

東
京
都
無
形
文
化
財「
ふ
せ
ぎ
」
の
力
が

市
民
の
な
か
に
も
浸
透
し
て
き
た
と
信
じ

た
い
で
す
。「
結
＝
ふ
せ
ぎ
」で
す
。

　

私
も
32
年
間
消
防
団
員
で
し
た
の
で
、

火
が
異
常
に
燃
え
上
が
る
現
場
に
行
く
と

気
が
動
転
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、
今
で

も
覚
え
て
い
ま
す
。
よ
く
ご
近
所
の
人
が

素
早
く
動
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
改
め

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

５
日
当
日
に
清
瀬
消
防
署
が
東
京
消
防

庁
消
防
総
監
か
ら
表
彰
さ
れ
、
１４
日
の
清

瀬
市
消
防
団
出
初
め
式
に
は
、
総
監
が
直

接
来
ら
れ
て
消
防
団
を
表
彰
し
て
く
れ
ま

す
。

　

消
防
署
、消
防
団
、「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」

こ
れ
が
典
型
的
な「
結
」の
姿
で
す
。

　

そ
の「
結
」
の
活
躍
、
実
績
が
年
頭
に

表
彰
さ
れ
た
こ
と
真
に
う
れ
し
い
限
り
で

す
。
前
号
コ
ラ
ム
で
も
触
れ
ま
し
た
よ
う

に
、
渡
り
鳥
の
Ｖ
字
飛
行
は「
結
」
そ
の

も
の
で
す
。
皆
で
助
け
合
っ
て
飛
ぶ
か
ら

超
長
距
離
を
飛
べ
る
の
で
す
。
だ
か
ら
、

人
間
は
超
健
康
寿
命
を
生
き
ら
れ
る
は
ず

で
す
。

　

さ
て
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
時
に
合
わ

せ
て
今
、
市
長
室
で
王
冠
を
掴
ん
だ
大
き

な
鳥
が
飛
ん
で
い
ま
す
。
絵
で
す
が
、
酉

年
の
年
頭
で
本
当
に
気
分
が
い
い
で
す
。

昨
年
１2
月
26
日
に
レ
ッ
ド
ラ
イ
オ
ン
ズ
の

小
学
校
３
年
生
４
年
生
の
子
ど
も
た
ち
が

東
京
都
三
多
摩
少
年
野
球
秋
季
大
会
三
部

で
8１
チ
ー
ム
の
な
か
で
勝
利
し
て
、
そ
の

優
勝
旗
を
持
っ
て
報
告
に
来
て
く
れ
た
の

で
す
。

　

そ
の
時
に「
優
勝
旗
、
市
長
室
に
飾
っ

て
お
く
か
ら
置
い
て
行
っ
て
く
れ
」と
頼

み
、
28
日
に「
え
っ
！

鳥
だ
！
」
と
気

が
付
い
た
の
で
す
。
レ
ッ
ド
ラ
イ
オ
ン
ズ

本
当
に
あ
り
が
と
う
。

清
瀬
市
長

小
・
中
学
生
の
俳
句
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
。

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

選
評
＝
石
田
波
郷
俳
句
大
会
実
行
委
員
会

●
汗
光
る
テ
ィ
ン
パ
ニ
を
打
つ
我
が
胸
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
中
三
年
　
小
布
施
知
優

（
評
）
こ
の
句
の
季
語
は
「
汗
」。
夏
の
代
表
的
な
季
語
の
ひ
と
つ
。
冷
や
汗
な
ど
で
は
な
く
、
暑
さ
に
よ
る
発
汗
作

用
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
、
汗
だ
く
、
玉
の
汗
、
汗
み
ど
ろ
、
と
い
っ
た
表
現
の
な
か
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

そ
こ
か
ら
詩
情
を
求
め
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。
し
か
し
、こ
の
句
は
五
七
五
の
な
か
に「
音
楽
状
況
」を
設
定
し
、

詩
情
を
導
き
出
す
の
に
成
功
し
た
。
加
え
て
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
待
つ
緊
張
感
も
よ
く
捉
え
た
秀
句
と
な
っ
て
い
る
。

●
冷
蔵
庫
し
か
ら
れ
な
い
な
ら
入
り
た
い

　
　
　
四
中
三
年
　
寺
嶋
晃
太

　
（
評
）
四
季
を
問
わ
ず
年
中
あ
る
も
の
だ
が
、
俳
句
で
は
「
冷
蔵
庫
」
は
夏
の
季
語
に
な
っ
て
い
る
。
昔
の
冷
蔵
庫

は
頑
強
な
木
製
の
箱
に
氷
を
入
れ
て
冷
気
の
素
と
し
、
食
品
を
冷
蔵
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
の
夏
は
蒸
し
暑
く

耐
え
が
た
い
。
冷
蔵
庫
を
開
け
た
と
き
に
感
じ
る
ス
ッ
と
し
た
冷
気
に
誘
わ
れ
て
、
で
き
る
こ
と
な
ら
こ
の
な
か

に
入
り
た
い
。
気
持
ち
は
非
常
に
よ
く
わ
か
る
。
詩
情
は
な
い
が
、こ
う
し
た
お
か
し
み
も
俳
句
の
重
要
な
要
素
だ
。

●
蝉
の
声
時
よ
止
ま
れ
と
唄
う
よ
う

　
　
　
清
中
三
年
　
金
子
沙
奈

　
（
評
）「
蝉
」
は
夏
の
季
語
の
な
か
で
最
も
よ
く
使
わ
れ
る
季
語
の
ひ
と
つ
。
蝉
時
雨
と
い
っ
た
音
で
、
朝
蝉
、
夕
蝉

と
い
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
あ
る
い
は
油
蝉
、
み
ん
み
ん
蝉
、
熊
蝉
と
い
っ
た
種
類
ご
と
に
、
江
戸
期
よ
り
多
く

の
夏
の
俳
句
に
詠
ま
れ
て
き
た
。
な
か
で
も
、
そ
の
鳴
き
声
が
ま
る
で
時
雨
が
降
る
よ
う
だ
と
い
う
「
蝉
時
雨
」
は

実
に
よ
く
使
わ
れ
る
。
自
分
を
包
む
よ
う
な
蝉
時
雨
の
な
か
に
い
る
と
、
な
ぜ
か
そ
の
一
瞬
が
時
間
と
い
う
観
念

を
超
え
た
無
限
の
世
界
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
作
者
に
共
感
。

※
今
回
の
俳
句
は「
第
８
回
石
田
波
郷
俳
句
大
会
」ジ
ュ
ニ
ア
の
部
か
ら
。
学
年
は
大
会
時
。

　１１月１7日、サンドーム福井（福井県越前市瓜
生町五丁目）で開催された「第57回全国スポー
ツ推進委員研究会協議会福井大会」にて、全国
スポーツ推進委員連合による表彰式が行われ、
清瀬市スポーツ推進委員の井上芳美さんが「30
年勤続スポーツ推進委員表彰」を受賞しました。
井上さんは、清瀬市スポーツ推進委員に任命後、
30年にわたり、市のスポーツ普及・発展に貢献
されました。

清瀬市スポーツ推進委員の井上芳美さんが、
「30年勤続スポーツ推進委員表彰」を受賞

　身近なイベントや、まちかどの話
題を皆さんから募集しています。

学 童 ク ラ ブ 臨 時 職 員 の
採 用 候 補 者 名 簿 登 録 者

登録資格　１8歳以上（高校生不
可）で、子育ての経験が豊富な
方・子ども子育て支援員（放課
後コース）修了証のある方など。
保育士・教員免許・社会福祉士
などの資格があればなお可。
登録期間　４月１日～平成30年
３月3１日（更新あり）
勤務時間　平日＝午後１時１5分
～６時１5分（会議・研修などの
ため、年に数回午前９時４5分～
午後６時１5分勤務あり）、土曜
日＝午前８時30分～午後５時
（月１・２回程度）、学校休業日
（振替休業日など）＝午前８時
30分～午後５時、三季休業日（春
休み・夏休み・冬休み）＝午前
８時30分～午後５時･午前９時
30分～午後６時
賃金　資格あり（教員・保育士
資格取得者及び心理・教育・福
祉・児童関連卒業者）は、１時

間１,070円（土曜日１,１70円）。資
格なし（子育ての豊富な経験を
有する方・子ども子育て支援員
《放課後児童コース》修了証の
ある方など）は、１時間１,020円
（土曜日１,１20円）
勤務内容　学童クラブでの児童
（小学１年～３年生）の育成業
務全般・障害（小学１年生～４
年生）のある児童及び配慮の必
要な児童の生活介助など。
※登録者は、直ちに採用される
わけではありません。あらかじ
めご了承ください。
※応募は随時受け付けます。
登録申込み方法・問合せ　市販
の履歴書に写真を貼付のうえ、
志望動機を記入し、資格証のあ
る方はそのコピーを添えて、直
接持参または郵送で、子育て支
援課学童クラブ係☎４97・2089
へ

募集

募集

職種 受験資格
※全職種共通：65歳未満（平成29年４月１日時点）の方

人
数

一般事務 一般的なパソコン操作及び適切な接遇ができる方

若
干
名

保育士 保育士証を有する方
学童クラブ

指導員 保育士証または教員免許を有する方、もしくは２年以上児童福祉事
業に従事（常勤職員に準じた勤務）した経験のある方児童厚生員

学芸員 学芸員の資格を有し、埋蔵文化財の発掘調査に係る報告書作成の
経験のある方

募集要項　１月１6日㈪～１月27日㈮の平日午前８時30分～午後５
時に職員課にて配布（市ホームページからもダウンロード可）。
申込み・問合せ　１月27日までの平日午前８時30分～午後５時に
所定の用紙に必要事項を記入し、資格を証明するものの写しを添
えて直接持参または郵送（27日必着）で、職員課職員係☎４97・
１8４3へ

平 成 2 9 年 度 嘱 託 員

　１2月20日、中学生の「税につい
ての作文・税の標語」表彰式が行
われました。この事業は、税を正
しく理解し、考える機会を持つた
めの租税教育推進活動の一環とし
て実施されているものです。
　今年度は、下記の2１人・１校の
皆さんが受賞されました。おめで
とうございます。

中 学 生 が「 税 に つ い て の 作 文・ 税 の 標 語 」で 表 彰

医療と介護の専門職が連携し、
地域での生活を支えるための取り組みが進んでいます

坂田教育長（中央）と受賞者の皆さん

清瀬市長賞 弘松   瑶希
（四中3年）

清瀬市教育委員会
教育長賞

桒原   大輝
（三中3年）

清瀬市租税教育
推進協議会会長賞

磯谷   菜々子
（五中3年）

東京国税局長賞 曽我部   咲恵
（四中3年）

東京都立川都税
事務所長賞

髙瀬   毬菜
（五中3年）

多摩武蔵納税貯蓄組合
連合会会長賞

山崎   智也
（清中3年）

多摩武蔵納税貯蓄組合
連合会優秀賞

関   香穂
（清中3年）

一般社団法人東村山
青色申告会会長賞

鈴木   花歩
（二中3年）

公益社団法人東村山
法人会会長賞

野元   まい貴
（二中3年）

東京税理士会東村山
支部支部長賞

川北   直果
（東星学園中3年）

多摩武蔵納税貯蓄組合
連合会会長感謝状 清瀬第四中学校

清瀬市長賞 古曽   捺輝
（二中3年）

清瀬市教育委員会
教育長賞 

川北   直果
（東星学園中3年）

東村山税務署長賞 鉄谷   明香璃
（二中3年）

清瀬商工会
会長賞

若林   佑哉
（三中3年）

東村山間税会
会長賞

曽我部   咲恵
（四中3年）

全国間税会総連合会
入選

永井   彪雅
（清中1年）

全国間税会総連合会
入選

南澤   天音
（三中3年）

東京国税局間税会連合会
入選

青木   香乃
（五中3年）

一般社団法人東村山
青色申告会会長賞

中原   望
（二中3年）

東京税理士会
東村山支部支部長賞

住谷   実香
（五中3年）

「税についての作文」（敬称略） 「税の標語」（敬称略）

　１2月１5日、織本病院（旭が丘一丁目）で「清
瀬市医療と介護の専門職の地域リーダーフォ
ローアップ研修」が開催され、地域の専門職
約60人が集まりました。昨年度から開催され
た研修には、延べ250人以上が参加しました。
　市では、医療や介護の専門職が集って協議
会を立ち上げ、「住み慣れた地域で、自分らし
い暮らしを人生の最期まで続けることができ
る」ことを応援する研修を行っています。

熱いディスカッションに思わ
ず立ち上がる参加者の皆さん




